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2……市美術展審査結果、名張保護司会便り
3……かがやきフェスタ、市有地販売、国津の杜の行事
4……11月の相談、三重の魅力・名張元気フェア、健康エブリデー

防
災
力

　　

午
前
8
時
、防
災
ほ
っ
と
メ
ー
ル
、

Ｆ
Ｍ
な
ば
り
な
ど
か
ら
、
一
斉
に
災

害
の
発
生
を
配
信
。
南
海
ト
ラ
フ
を

震
源
と
す
る
巨
大
地
震
が
発
生
し
、

震
度
6
強
の
揺
れ
を
観
測
し
た
と
い

う
想
定
で
、
訓
練
が
市
内
全
域
で
開

始
さ
れ
ま
し
た
。

　

各
地
域
で
は
、
一
時
避
難
場
所
へ

の
避
難
訓
練
、
避
難
所
開
設
・
運
営

訓
練
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
一
部

の
地
域
で
は
、
応
急
給
水
・
物
資
受

入
・
炊
き
出
し
・
仮
設
ト
イ
レ
設
置

な
ど
も
行
い
ま
し
た
。

　

大
規
模
災
害
時
に
は
、
公
的
機
関

に
よ
る
支
援
が
行
き
届
か
な
い
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。
ま
ず
は
、
自
分
の

身
は
自
分
で
守
る

こ
と
。
そ
し
て
、

今
回
の
訓
練
の
よ

う
に
、
地
域
の
皆

さ
ん
が
担
っ
た
一

時
避
難
場
所
で
の

活
動
、
災
害
時
要

援
護
者
の
支
援
な

ど
が
災
害
初
動
時

市防災センターに災害対策本部を設置。情報収集や防災関係
機関との調整を実施

共助
キョウジョ

一時避難場所へ避難する地域の皆さん

一時避難
場所に集
まり安否
確認など
を実施

指定避難地での炊き出し

身こ今うさ時活援ど

青蓮寺・百合が丘地
域の災害時要援護者
は、黄色のバンドを
つけ訓練に参加

公助
コウジョ

 危機管理室　  63‐7271

　9月 22 日、市内全域で総合防災訓練が
行われました。今回は、市民総ぐるみの防
災訓練として、市民、地域、関係機関・団体、
市あわせて約 1万 5000人が参加し、災害
発生初動期における対応の検証と相互の連
携強化を目的として実施しました。
　今号では、地域と市が実施した訓練を取
材しました。

市
内
全
域
、
一
斉
に

市
内
全
域
、
一
斉
に

防
災
訓
練
実
施

防
災
訓
練
実
施

災害拠点病院（市立病院）では、搬送された
重篤患者の二次トリアージ（※）を実施

に
は
、
特
に
重
要
と
な
り
ま
す
。

　

今
回
の
訓
練
を
受
け
、
各
地
域
か
ら

出
た
課
題
を
検
証
し
、
今
後
の
防
災
活

動
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
検

証
が
ま
と
ま
り
次
第
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
な
ど
に
掲
載
し
ま
す
。

　

い
つ
起
き
る
か
分
か
ら
な
い
災
害
に

備
え
、
ま
ず
は
、
自
分
の
身
は
自
分
で

守
る
「
自
助
」、
そ
し
て
地
域
で
の
助

け
合
い
「
共
助
」
と
公
的
機
関
に
よ
る

支
援
「
公
助
」
の
連
携
を
深
め
ら
れ
る

よ
う
、
今
後
も
防
災
意
識
を
高
め
る
取

組
み
を
進
め
ま
す
。

自助
ジジョ

「【訓練】避難勧告」をエリアメール・
緊急速報メールで受信

総
合
防
災
訓
練
に
集
っ
た
市
民
の

屋内運動場では、避難所開
設

※トリアージ…災害などで多数の負傷者が出たときに、治療や搬送の優先順位をつけて負傷者を分類すること。


